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　2017年は、日本建築協会の創立100周年を祝賀する記念イヤーでし

た。心からお祝い申し上げます。『建築と社会』でも、 7 月号と 9 月

号で、「100年前の建築、100年後の建築」という特集が組まれていま

した。

　その記念すべき2017年の最後を飾る12月号のなかで、私はまった

く文脈を読まずに「1000年の視野から建築を考える」という論考を

寄せてしまいました。「もう少し考えて書いて下さい」と怒られるの

ではないかと思っていたのですが、まさか賞をいただくことになる

とは！　ご関係の皆様の度量の大きさに敬意を表し、深く感謝申し

上げます。

　私自身は西洋建築史を専門としていますが、大昔の、それも遠く

離れたヨーロッパの歴史など研究して何の役に立つのだ、と言われ

ることもしばしばです。しかし、現代社会がいままさに経験してい

る社会変動は、変化の渦の中心にいるよりも、地理的にも時間的に

も大きく距離を取り、俯瞰して見るとさらによく理解できるのでは

ないか、というのがこの論考の趣旨でした。こうして賞をいただい

たということは、現代の建築と社会を考えるうえでも西洋建築史の

視点は重要ですね、と共感していただいたということだろうと思い

ます。どうもありがとうございました。
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